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・ 予算枠に追加があった場合においても、一度不受理となった申請が受付けられることはなく、再度申請が必要となります。

分散型エネルギーリソースの更なる活用に向けた実証事業のC事業と

再生可能エネルギーアグリゲーション実証事業の再エネ等導入事業の予算状況について

左記以外の設備
再エネ等導入事業

太陽光発電設備

・ 各設備ごとに申請順に申請を受付け、予算はそれぞれの設備ごとに設けた予算を消化します。

・ 予算を超える申請があった場合、以降の同設備の申請は原則不受理となります。

・ 予算を超えてからの申請であっても、コンソーシアムの実証計画に合わせ追加で採択を行う場合があります。 

・ IoT関連機器を新設で申請する場合、同時に申請する設備の枠を使用します。

・ 各設備ごと、予算が終了した時点で表を更新します。

・ 設備ごとに予算枠の追加や見直しを行う場合があります。

※C事業／再エネ等導入事業のV2H充放電設備は予算額に達しました。

※再エネ等導入事業の業務用産業用蓄電システムは予算額に達しました。

※再エネ等導入事業の太陽光発電設備は予算額に達しました。

※C事業家庭用蓄電システムは予算額に達しました。

※予算枠を超えてからの申請は不受理となります。

※予算を超過する前の申請であっても、書類が明らかに不足している場合等、不受理となりことがあります。

※申請書類の受付は確認作業を行い、6/9頃から順次行います。

※申請が受付けられているかについて、予算の追加があるか、またその時期等についてのお問合せは受付けられません。


